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西宮市役所ＥＣＯプラン-第三次西宮市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）- 

 平成 30 年度実績報告書 

１．計画について 

第二次西宮市地球温暖化対策実行計画の計画期間満了に伴い、平成 26 年度より西宮市役所ＥＣＯプラン-第三次

西宮市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）-を推進しています。計画期間を平成 26 年度から平成 32 年度までの

７年間とし、本市の事務・事業（指定管理者制度の対象施設における活動を含む）から排出される温室効果ガス※１

(目標設定対象排出量※２)を平成 32 年度までの７ヵ年で平成 25 年度（基準年度）より７％削減することを目標とし

ています。 

※１ 温室効果ガス…本計画では、二酸化炭素（ＣＯ２）、メタン（ＣＨ４）、一酸化二窒素（Ｎ２Ｏ）、ハイドロフルオロカー

ボン（ＨＦＣ）の４つが対象。 

※２ 総排出量と目標設定対象排出量…総排出量は、市役所のすべての事務・事業から発生する温室効果ガスの排出量。これ

に対し、目標設定対象排出量は総排出量から一般廃棄物焼却、下水処理及び麻酔（笑気ガス）の使用による排出量

を除外したもの。 

 

２．平成 30 年度 目標設定対象排出量の実績 

平成 30 年度の目標設定対象排出量と対基準年度（平成 25 年度）及び対前年度（平成 29 年度）との比較について

は、表１のとおりです。 

 

表 1 平成 30 年度の目標設定対象排出量の対基準年度及び対前年度の増減量・率 

（単位：kg-CO2）

増減量 増減率 増減量 増減率 増減量 増減率

54,056,536 50,585,569 △ 3,470,967 △6.42% 51,865,938 △ 2,190,598 △4.05% 1,280,369 2.53%

平成29年度
対基準年度

平成30年度
対基準年度 対前年度

基準年度
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３．目標設定対象排出量の内訳 

平成 30 年度の目標設定対象排出量の活動別の内訳と基準年度（平成 25 年度）及び対前年度（平成 29 年度）との

比較については、表２のとおりです。 

 

表 2 目標設定対象排出量の活動別内訳   

（単位：kg-CO2）

関連する活動
基準年度

排出量

平成29年度

排出量

平成30年度

排出量

増減量

(対基準年度)

増減率

(対基準年度)

増減量

(対前年度)

増減率

(対前年度)

電気の使用 43,409,939 41,219,945 41,212,813 △ 2,197,126 △5.06% △ 7,132 △0.02%

都市ガス 8,689,310 7,575,466 8,823,340 134,030 1.54% 1,247,874 16.47%

Ａ重油 262,379 212,830 342,593 80,214 30.57% 129,763 60.97%

ＬＰＧ 98,239 155,139 97,053 △ 1,186 △1.21% △ 58,086 △37.44%

灯油 218,107 117,436 109,174 △ 108,933 △49.94% △ 8,262 △7.04%

ガソリン 676,351 628,662 611,178 △ 65,173 △9.64% △ 17,484 △2.78%

軽油 391,913 517,824 575,139 183,226 46.75% 57,315 11.07%

ＣＮＧ 279,612 127,467 61,033 △ 218,579 △78.17% △ 66,434 △52.12%

自動車の使用 30,686 30,800 33,615 2,929 9.55% 2,815 9.14%

目標設定対象排出量 54,056,536 50,585,569 51,865,938 △ 2,190,598 △4.05% 1,280,369 2.53%
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４．目標設定対象排出量の内訳（円グラフ） 

平成 30 年度の目標設定対象排出量の活動別の割合は、図 1 のとおりです。 

電気及び都市ガスの使用による温室効果ガス排出量が全排出量の 97％と大部分を占めています。特に、電気の

使用による排出量は 80％を占めており、電気の使用量を減らすことが目標設定対象排出量の削減のための最も重

要な要素となっています。 

 

図 1 活動別の目標設定対象排出量の割合  

 

※その他…Ａ重油、ＬＰＧ、灯油、ＣＮＧ、自動車の走行 

 

５．＜参考＞  平成 30 年度 総排出量の実績 

総排出量は、目標設定対象排出量に、一般廃棄物焼却及び下水処理に伴う排出量を合わせたものです。これらの

活動に伴う排出量は、市民や事業者の活動などと直接関係しており、市の事務・事業として目標を設定することは

不適切なため、目標設定対象排出量からは除外しているものです。 

平成 30 年度の総排出量の内訳と基準年度（平成 25 年度）及び対前年度（平成 29 年度）との比較については、表

３のとおりです。 

 

表 3 総排出量の内訳  

（単位：kg-CO2）

基準年度

平成25年度

2013年度

平成26年度

2014年度

平成27年度

2015年度

平成28年度

2016年度

平成29年度

2017年度

平成30年度

2018年度

増減率

(対基準年度)

総排出量 120,108,927 117,143,999 108,509,846 115,000,707 115,390,839 121,585,577 1.23%

目標設定排出量 54,056,536 52,548,384 49,485,675 51,050,840 50,585,569 51,865,938 △4.05%

一般廃棄物の焼却に伴う排出 62,016,007 60,600,992 54,871,743 59,929,120 60,794,635 65,612,873 5.80%

下水処理に伴う排出 4,036,384 3,976,022 4,133,828 4,020,748 4,010,635 4,106,765 1.74%
 


